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氏 名 学年 指導教官 研究テーマ
柴田仲之 D4 杉山事丸 ニホンザルのメスの繁
殖と仔の成長について
山根 到 D4 三上孝允 短期記憶にもとづく運
動に関する運動前野の
働き
只田陽一 D3 小嶋群三 霊長類の音声知覚
佐藤 明 D3 松沢哲郎 霊長類における因果推
論の研究
口代的子 D3 加納隆至 アフリカ大型類人猿の
採食生態
甲仲祐介 D3 三上孝允 側頭連合野における視
覚情報の形態視と運動
視の統合過程
泉 明宏 D2 小嶋群三 霊長類の聴覚
伊藤浩介 D2 /Jd.包群三 霊長類の性格の生物学
的研究 ′
大平耕司 D2 林 基治 霊長類脳発達における
神経栄養因子の分子生
物学的研究
竹元博幸 D2 杉山幸丸 野生チンパンジーの採
食選択行動

































Dl 川本 芳 インドネシアのカニク
イザルの迫伝的変兄仕
に感する研究
杉原清畠 Dl 片山一道 休学
加藤まどか Dl 三上孝允 休学






























近藤美智柑 Ml 依田 柵 挟み狼掛 こおける岨噴
運動と形態の比較
西村 剛 Ml 拓田 穣 霊長類音声器官の機能
形態学
AnnKarinaZavalaGuilen










































































































































































































among African GreatApes.and also
phylogenet王caffinitiestohuman
MauraCeli:Tooluseincaptivechimpanzees



































































































































2)藤田志歩 ･松沢哲郎 ･松林摘明 (1998)チンパ
ンジーにおける人工授精と妊娠診断.第91回日
本繁殖生物学会大会(1998年8月,札幌).
































































































































金沢 創 (京都大 ･文)
r'-伝達意図'を伝達する能力: 関`迎性理論"か
ら考えるヒトのコミュニケーションの特徴J
ディスカッサント:佐藤 明 (D3)
岡本暁子 (生態機構)
r行動生態学における霊長規のニッチJ
デイスカッサント:早川祥子 (Dl)
企画:早川祥子､落合牧子,藤田志歩 (以上T･A),
中村克樹 (カリキュラム委員)
内容:発表者一人にディスカッサントー 人という
形式で､｢比較｣をテーマに行われた｡このテ
ーマは､｢ヒトのモデル動物｣としてヒト以外
の霊長類が用いられる現状を見つめ直し､ヒト
以外の霊長類の生物としての普遍性と特殊性に
ついて考えることを目的に､TAが企画立案し
た｡テーマに関しては賛否両論あった｡また､
積極的に発表者になろうという大学院生が一人
もおらず､結局大学院生の発表者がなしという
結果になった｡｢年2回仕方なくコロキアムを
開催する｣という雰囲気があり､教官の参加も
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多くはなかった｡大学院コロキアムの存在価値
自体を見位す必要があると感じた｡(参加者約
30名)
(文fI:中村究樹)
訂i2回:1998年12月16日(水)13:00-17:00 1
ロ研究衣 :言辞演者と杭RB(13:00-14:40)
良 Elm宏 (認知学習)rニホンザルにおける音の
経時的体制化｣
大平桝司 (詑官調節)｢小脳におけるTrkB免疫陽
性桐遊J
竹元帽章 (生態機構)｢チンパンジーは果実の少
ない時に何を食べるのか?一夫分析からの証拠｣
水谷俊明 (思考言言5)｢歌声について｣
ボスタ-発表 :吉井演者と演題 (15:00-17:00)
伊藤麻里子 (器官調節)rlmmunohistochemiCal
localizationofinhibinintestisofmacaque
monkey｣
相野俊平l)､長坂泰男2)､井上雅仁l)､三上章允l)
｢アカゲザルにおけるNeonColorSpreading
及び Shape-From-Motionによって定義された
図形の知覚｣
落合知美 (岐阜大学大学院連合農学研究科)r飼
育下のチンパンジーの環境エンリッチメントー
三次元構築物の利用-｣
片岡宏隆 (器官調節)｢Reviewandpreliminary
resultsoftheadultneurogenesisin
dentategyrus｣
川合伸幸 (日本学術振興会 ･関西学院大学)r高
齢チンパンジーの弁別学習｣
YasuhiroKIKUCHI3),YuzuruHAMADA4),
MasatoNAKATSUKASA3)HidemiISHIDA31
YutakaKUNIMATSU4).ToshifumiUDONO5)
rBoneturnoverandgeometricalagechange
inRadiusofChimpanzeeandJapanese
1)行動発現分野
2)立教大学文学研究科
3)DepartmentofZoology.KyotoUniversity
4)Primate Research Institute.Kyoto
University
5)KumamotoPrimatePark.SanwaKagaku
Kenkyuu･shoCo.Ltd.
macaquesusingpQCT｣
郷 頗広 (仏田辺伝)r原始Fl敗色体におけるテロ
メア配列の分布J
佐藤暢椛 (広由大学生物RE[科学研死科)r側頭苑
内側部後部紹域のニューロンの祝光刺激に対す
る応答特性｣
杉浦秀樹 (認知学習)｢ニホンザルはクー ･コー
ルの音響的特徴と発声のタイミングを､仲rlJと
の距離によって変えている｣
鈴木修司 (思考言語)｢チンパンジーの不碓突印
象に対する選択｣ ･
高橋弘之 (社会構造)｢金畢山のニホンザルにお
ける冬季の泊まり場での社会関係J
西村 剛 (形態進化)r霊長類頭蓋底の比較機能形
態学｣
早川祥子 (生態機的)｢ヤクザルの社会桐迫と繁
殖牧略J
平田 聡 (思考首配i)rチンパンジーにおける辺見
使用行動の個体学習と社会的学習｣
企画 :持合牧子､早川祥子､藤EI)志少 (T･A)班
退邦夫 (カリキュラム委員)
内容 :耶2回のコロキアムは特にテーマを設け
ず､各拭者が好きなテーマを選んで発袈する形
式で行われた｡結束として各自の研究の中間報
告が多くなったが､院生にとっては研究をまと
める良い機会になったという意見があり､概ね
好評であった｡しかしその反面で統一したテー
マがなく､余り意味がなかったという意見も出
ている｡カリキュラムの改変が現実の問題にな
っている中での開催であり.院生が独自に企画
する発表の場が今後も維持されることが望まし
いという要望があった｡
(文責 :波速邦夫)
(3)外国人研究員
1)招へい外国人学者
氏 名 :Farajalah,Achmad
受入孜官 :竹中 修
研死況咽 :熱印の動物の多様性に関する研究
招へい糊問 :10.3.ll-10.5.23
11.3.10-ll.6.9
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